
26

調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/94 ND(<1)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/94 ND(<1)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 3/94 ND(<1)–2μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 5/94 ND(<1)–131μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 6/94 ND(<1)–368μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 6/94 ND(<1)–269μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 5/94 ND(<1)–122μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/94 ND(<1)–28μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/94 ND(<1)–2μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/94 ND(<1)μg/kg

農薬等の環境
残留実態調査

PCBの合計 6/94 ND–825μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/7 ND(<1)μg/kg

土壌調査

野生生物影響
実態調査（カエ
ル類）

PCBの合計 0/7 ND
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/141 ND(<0.4)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 5/141 ND(<0.4)–74μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 93/141 ND(<0.4)–710μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 92/141 ND(<0.4)–310μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 116/141 ND(<0.4)–260μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 129/141 ND(<0.4)–140μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 45/141 ND(<0.4)–38μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 10/141 ND(<0.4)–7.2μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/141 ND(<0.4)–0.6μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/141 ND(<0.4)μg/kg

水生生物調査
（魚類）

一般水域調査
（秋季）

PCBの合計 133/141 ND–1,300μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/145 ND(<0.10)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 28/145 ND(<0.10)–4.3μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 68/145 ND(<0.10)–79μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 145/145 0.21–330μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 145/145 0.66–640μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 145/145 0.80–490μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 145/145 0.10–76μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 58/145 ND(<0.10)–7.5μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/145 ND(<0.10)–0.17μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/145 ND(<0.10)μg/kg

野生生物調査 影響実態調査
（コイ）

PCBの合計 145/145 2.5–1,600μg/kg
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調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/80 ND(<1-5)–4μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/80 ND(<1-5)–9μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/80 ND(<1-5)μg/kg

影響実態調査
（カエル類）

PCBの合計 1/80 ND–13μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/26 ND(<50)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/26 ND(<50)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 6/26 ND(<50)–310μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ     22/26 ND(<50)–8,220μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 23/26 ND(<50)–17,100μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 24/26 ND(<50)–57,000μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 21/26 ND(<50)–33,300μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 6/26 ND(<50)–4,740μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/26 ND(<50)–240μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/26 ND(<50)μg/kg

影響実態調査
（クジラ類）

PCBの合計 24/26 ND–120,600μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/19 ND(<50)–180μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 13/19 ND(<50)–2,470μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 19/19 120–5,490μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/19 ND(<50)–520μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/19 ND(<50)μg/kg

野生生物調査

影響実態調査
(アザラシ類)

PCBの合計 19/19 120–8,660μg/kg
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調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/32 ND(<1-5)–1μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/32 ND(<1-5)–6μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/32 ND(<1-5)–1μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/32 ND(<1-5)μg/kg

影響実態調査
（ドバト）

PCBの合計 6/32 ND–6μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/26 ND(<1)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/26 ND(<1)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 25/26 ND(<1)–67μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 26/26 5–494μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 26/26 14–2,230μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 26/26 20–3,940μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 26/26 4–1,760μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 24/26 ND(<1)–346μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 7/26 ND(<1)–38μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/26 ND(<1)–21μg/kg

影響実態調査
（トビ）

PCBの合計 26/26 48–8,871μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/5 ND(<1)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/5 ND(<1)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/5 ND(<1)–2μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/5 ND(<1)–11μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 5/5 4.0–23μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 5/5 5.0–27μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 4/5 ND(<1)–11μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/5 ND(<1)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/5 ND(<1)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/5 ND(<1)μg/kg

野生生物調査

影響実態調査
（シマフクロ
ウ）

PCBの合計 5/5 9.0–72μg/kg
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調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<1-50)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<1-50)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 8/30 ND(<1-50)–202μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 11/30 ND(<1-50)–1,460μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 23/30 ND(<1-50)–3,310μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 26/30 ND(<1-50)–6,160μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 23/30 ND(<1-50)–2,560μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 15/30 ND(<1-50)–419μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 10/30 ND(<1-50)–93μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 9/30 ND(<1-50)–51μg/kg

影響実態調査
（猛禽類）

PCBの合計 26/30 ND–14,255μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/30 ND(<2-5)μg/kg

影響実態調査
(アカネズミ)

PCBの合計 0/30 ND
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/41 ND(<1-10)μg/kg

野生生物調査

影響実態調査
(ニホンザル)

PCBの合計 0/41 ND
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調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数
／調査試料数

検出濃度範囲

塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 2/17 ND(<1-5)–14μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/17 ND(<1-5)–1μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/17 ND(<1-5)μg/kg

影響実態調査
（クマ類）

PCBの合計 2/17 ND–14μg/kg
塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/15 ND(<4-25)μg/kg
二塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/15 ND(<4-25)μg/kg
三塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/15 ND(<4-25)–26μg/kg
四塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 2/15 ND(<4-5)–90μg/kg
五塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 8/15 ND(<4-25)–178μg/kg
六塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 10/15 ND(<4-25)–223μg/kg
七塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 7/15 ND(<1-25)–85μg/kg
八塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 1/15 ND(<4-25)–8μg/kg
九塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/15 ND(<4-25)μg/kg
十塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ 0/15 ND(<4-25)μg/kg

野生生物調査

影響実態調査
（タヌキ）

PCBの合計 10/15 ND–577μg/kg

2． 国内の過去の測定値
調査区分 調査名 同族体名 検出した試料数

／調査試料数
検出濃度範囲

水質調査 全国公共用水域水
質年鑑

総ＰＣＢ 30/94,724 ND(<不明)－1,560μg/L

大気調査 化学物質と環境 総ＰＣＢ 111/111 0.044－2.1ng/m3

水生生物調査
（魚類）

化学物質と環境 総ＰＣＢ 826/1,341 ND(<1-10)－2,200μg/kg

水生生物調査
（貝類）

化学物質と環境 総ＰＣＢ 283/501 ND(<10)－110μg/kg

水生生物調査
（鳥類）

化学物質と環境 総ＰＣＢ 207/234 ND(<10)－8,900μg/kg
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3． 海外の汚染水域での測定値
調査区分 調査場所 同族体名 検出濃度範囲

水質調査 五大湖 総ＰＣＢ 0.017–17.15ng/Ｌ
17.15ng/Ｌは、1979-81年ヒューロン湖での測定値 1)

底質調査 五大湖 総ＰＣＢ 5.32–1,900μg/kg
1,900μg/kgは、1982-83年オンタリオ湖での測定値 2)

五大湖 総ＰＣＢ 70–27,600μg/kg
27,600μg/kg は、1983 年ミシガン湖で採集されたコイ
(Cyprinus carpio)での測定値 3)

バルト海 総ＰＣＢ 23–900μg/kg
900μg/kg は、1979 年バルト海で採集されたニシン類
(Clupea harengus)での測定値 4)

魚類調査

北海 総ＰＣＢ 8–280μg/kg
280μg/kg は、Elbe estuary で採集されたカレイ類
(Platichthys flesus)での測定値 5)

4． 内分泌攪乱作用を示すと疑われた結果の報告（生体内試験、水中濃度）
同族体名 作用濃度 作用内容

PCB126
=3,3’,4,4’,5 PCB

10-10M＊

=0.03μg/L

48 時間曝露したコイ(Cyprinus carpio)の受精卵から孵化し
た受精 144時間後の稚魚の whole bodyでのホルモン（副腎
皮質刺激ホルモン ACTH、メラニン細胞刺激ホルモンα-
MSH、コルチゾール）値が増加した濃度 6)

Aroclor 1260
=PCB mixture 5,000μg/L

3時間曝露後したニジマス(Oncorhynchus mykiss)稚魚を受
精約 6ヶ月後飼育し、解剖したところ雌の卵巣に異常（卵母
細胞の不完全な発達）が認められた濃度 7)

＊この作用濃度は信頼性がやや低かった。

なお、内分泌攪乱作用に関する試験管内試験の報告は得られている。

5． まとめ
水質及び底質調査の一部並びに野生生物調査で検出された。水質調査で測定され

た最高値 0.15μg/Lは、平成 11年度の最高値 0.040μg/Lを上回っていたが、平成
10年度の最高値 0.220μg/L及び国内の過去の最高値 1,560μg/Lを下回っていた。
底質調査で測定された最高値 770μg/kgは、平成 11年度の最高値 2,200μg/kg及
び平成 10年度の最高値 1,500μg/kgを下回っていた。野生生物調査（猛禽類）で
測定された最高値 9,700μg/kgは、平成 10年度の最高値 14,255μg/kg（猛禽類）
を下回っていた。なお、平成 11 年度の水質及び底質調査、平成 10 年度の水質、
底質、土壌、水生生物（魚類）及び野生生物調査の一部で検出された。水質調査

で測定された PCBの合計の最高濃度 0.15μg/L（平成 12年度）と内分泌攪乱作用
を示すと疑われた水中濃度 5,000μg/Lを分類するために暫定的に比較するとその
比は 0.001未満であった。
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